
 

「主婦之友」雑誌目次 

タイトル 著者・号など 出版社 コメント 点数 

カラー復刻『主婦之友』 

昭和期目次Ⅰ 

昭和二年～昭和十年 

石川文化事業財団 

お茶の水図書館／編者 より 

石川文化事業財団 100万部以上発行しても 

赤字という付録付。昭和９ 

（１９３４）年１月号。 

 2 

主婦之友 昭和９（１９３４）年１月１日発行 主婦之友社 15大付録で話題の号  １ 

朝日新聞縮刷版 昭和 8年 12月・昭和 9年 1月 日本図書センター 「主婦之友」広告掲載  2 

ミリオンセラー誕生へ 印刷博物館 編著 東京書籍 チラシ付き ｐ156・157   2 

カラー復刻『主婦之友』 

 昭和期目次Ⅱ 

昭和十一年～昭和二十年 

石川文化事業財団 

お茶の水図書館／編者 より 

石川文化事業財団 昭和 19（1944）年・昭和

20（1945）年の目次。 

23 

「主婦之友」と石川武美 

タイトル 著者・号など 出版社 コメント 点数 

雑誌 100年の歩み 

1874-1990 

塩澤実信 著 グリーンアロー出版社 名実ともに『主婦の友』を 

目ざす ｐ46-51 

1 

主婦之友 第１号 大正６年３月発行創刊号の復刻 主婦の友社  1 

カラー復刻『主婦之友』 大正期総目次 石川文化事業財団  1 

展示（所蔵）「主婦之友（表記変更後は「主婦の友」一覧）」既出を除く 

年代  点数 

大正 大正 10年 3・5・7・12月号／大正 11年 2・6・9月号／大正 12年 6・9月号／大正 13年 5・

9月号／大正 14年 9月号 

（4/3/2/2/1） 

計１２ 

昭和２年～10年 昭和２年５・12月号／昭和 3年 1・2・3・6・7・9・12月号、昭和 4年 2・7月号、昭和 5年 1・5・

8・9月号／昭和 6年 5・6月号／昭和 7年 1・１１月号／昭和 8年 6月号／昭和 9年 2月号

／昭和 10年 2・6・7月号 

（２/7/2/４

2/2/1/1/3） 

計 24 

昭和 11～20年 昭和 12年 2・5・6・8・9・10・12月号／昭和 13年 7・12月号／昭和 14年 1・2・3・4・6・11・

12月号／昭和 15年 1・2・4・6・8・11・12月号／昭和 16年 1・2・3・4．5・7・10・11・12月

号／昭和 17年 1・3・4・5・6・7・8・9・10・11・12月号／昭和18年1・3・4・5・6・7・8・9・10・

11・12月号／昭和 19年 1・3・5・6・7・8・9・10・11月号／昭和 20年 3・4・6．7・11月号 

（7/2/7/7/9/ 

11/11/9/5） 

 

計 68 

昭和 2１～30年 昭和 21年 1・2・3・5・6月号／昭和 22年 1・6・7月号／昭和 23年 2・4・5・6・7・8・9・10・

12月号／昭和 24年 1・2・3・4・5・6・7・8・9月号／昭和 25年 1・4・7・8・9・10・12月号／ 

昭和 26 年 2・3・5・6・7・9・11・12 月号／昭和 27 年 1・3・4・5・6・7・8・10・11・12 月号／

昭和 28年 1・2・3・6・7・8・9・10・11・12月号／昭和 29年 1・2・3・4・5・6・7・8月号／昭和

30年 12月号 

（5/3/9/9/ 

7/8/10/ 

10/8/1） 

 

計 70 

昭和 3１年以降 昭和 31年 1・２月号／Deluxe2016／Deluxe2018／創業プレ 100周年記念／ ５ 

石川武美関連資料一覧 

書名など 著者または出版社 点数 

『わが愛する家庭』、『わが愛する生活』、『私の百姓生活』、『信仰の道』、『信念の上に立

つ』、『人生随想』、石川武美全集（1～6巻）、『不運より幸運へ』『石川武美 歌ノート』 

石川武美 著 14 

『主婦の友社の五十年』、『主婦の友社の六十年』、『お茶の水図書館 教養の集い四十四

話』第一集・第二集、『お茶の水図書館蔵 成簣堂文庫洋書目録』 

主婦の友社 刊 

お茶の水図書館 刊 

6 

石川武美略年譜、組織概要、職場雑話 88話 石川武美記念図書館 HP より      5 

展示ケース内 

タイトル 著者・号など 出版社 コメント 点数 

主婦の友社創業者

石川武美 

宇佐学まんがシリーズ６ 

宇佐市 編著  

梓書院 顕彰事業の一環として作成。半分は石川武美の伝記漫

画。漫画は瀬井恵介氏。 

１  

戦時婦人雑誌の 

広告メディア論 

石田 あゆう 青弓社 戦前に百万部以上の発行部数を誇り、戦時中も刊行を

続けた「主婦之友」をテーマにした広告メディア論 

１ 

主婦之友 昭和２年５月号、昭和 3 年 1 月号、昭和 5 年 1 月号、昭和 14年 1 月号、昭和 16 年 12 月号、昭和

18年 8月号、昭和 19年 1月号、昭和 23年 2月号、昭和 24年５月号、昭和 27年 10月号、昭和

29年 3・4月号 

12 

関連展示 戦前・戦中に活躍した双葉山関連雑誌「相撲」1939.4、1940.1、1942.8（大日本相撲協会） 

「野球界」1938.7、1940.11、1942.12（野球界社）  6 点 総計 257点 

展示一覧 



 

■渡■綱■記■念■ギ■ャ■ラ■リ■ー■ 

雑誌「主婦之友」目次から見る戦時下 
開催期間：令和７年 6 月 10 日（火）～7 月１１日（金） 

雑誌「主婦之友」は宇佐市安心院町出身の編集者・石川武美によっ

て、大正 6（1917）年 2月１４日、創刊されました。 

対象読者を「主婦」とし、大衆の生活に根ざした生活技術啓蒙誌として

他誌よりも安価な価格、生活に根差した記事などで部数を伸ばしました。

また、毎号附録をつけ、昭和 9年新年号では 69８ページの本誌に 512

ページ箱入りの別冊、童話絵本を含め 15大附録をつけるなど、読者目

線の企画が話題となりました。目次の「お願ひ 『主婦之友』は御覧の後

で保存しておけば必ず大きいお役に立つ機會があります」に編集の姿勢

を見ることができます。 

戦争が激しくなる中、紙が配給制となり、昭和 16（1941） 年以降、

日本出版文化協会が査定のうえ用紙を配給する制度が確立し、女性誌を

はじめとして各誌が休刊する中、「主婦之友」はページ数を減らしながらも

刊行を続けました。この年に石川武美は財団法人文化事業報国会（現 

一般財団法人石川武美記念図書館）を設立。 

昭和 18（1943）年石川武美は日本出版配給株式会社社長となり、

昭和 20（1945）年日本出版会会長となりました。 

今回は戦争が激しくなる昭和 19（1944）年・昭和 20（1945）年の

「主婦之友」の目次を展示しています。「ご近所で回覧してください」とい

うメッセージもあります。東京大空襲後・終戦直前は目次もなくなり、32ペ

ージとなっています。 

  昭和 22（1947）年出版事業とともに、女性の向上と家庭の幸福を願

う理念から、女性専用の図書館である「お茶の水図書館（現 一般財団

法人石川武美記念図書館）」を開館。石川武美は 昭和 25（1950）年

から東京出版販売株式会社（東販）社長となりました。 

昭和 29（1954）年「主婦之友」から「主婦の友」へ表記変更。 

 平成 20（2008）年雑誌「主婦の友」は休刊しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宇佐学マンガシリーズ⑥ 

主婦の友社創業者 

石川武美 

大分県宇佐市 編 

マンガ 瀬井恵介 

梓書院 刊 より 

    宇佐市民図書館 ２階 渡綱記念ギャラリー 

      大分県宇佐市大字上田 1017-1 TEL 0978-33-4600 

開館時間 火曜～土曜日  10：00～18：00 

            日曜日    10：00～17：00 

（期間中の休館日 月曜日・最終木曜日＜6/26＞） 

今回の展示では 

当館が所蔵している 

雑誌「主婦之友」を 

全て展示しています。 

展示後は研究用に 

館内で閲覧できます。 

観覧 

無料 


